「堀江物語」と和歌─古浄瑠璃本文と「伊勢物語」の関係を中心に─ by 深谷 大
は
じ
め
に
｢
堀
江
物
語｣
は
、
武
家
物
な
い
し
は
お
家
騒
動
物
と
し
て
、｢
村
松｣
｢
明
石｣
｢
師
門｣
｢
は
も
ち
中
将｣
な
ど
と
と
も
に
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
物
語
で
あ
る
。
｢
看
聞
御
記｣
応
永
二
十
七
年
(
一
四
二
〇)
十
一
月
十
三
日
の
｢
諸
物
語
目
録｣
に
｢
一
堀
江
物
語
一
帖
上
下｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
立
は
十
五
世
紀
初
頭
ま
で
遡
る
。｢
堀
江
物
語｣
は
、｢
村
松｣
と
同
様
に
、
室
町
物
語
と
古
浄
瑠
璃
の
二
系
統
の
本
文
が
残
る
こ
と
か
ら
、
草
創
期
の
浄
瑠
璃
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、｢
堀
江
物
語｣
に
つ
い
て
、
室
町
物
語
本
文
に
は
な
く
、
古
浄
瑠
璃
本
文
に
の
み
見
ら
れ
る
和
歌
の
典
拠
を
探
る
と
と
も
に
、
古
浄
瑠
璃
本
文
に
お
け
る
和
歌
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
一
、｢
堀
江
物
語｣
の
諸
本
と
古
浄
瑠
璃
｢
堀
江
物
語｣
に
は
室
町
物
語
と
古
浄
瑠
璃
に
諸
本
が
残
る
。
室
町
物
語
に
は
、
写
本
二
点
(
年
記
｢
元
和
四
年
(
一
六
一
八)
つ
ち
の
へ
む
ま
の
年
正
月
吉
日｣
。
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
。
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
本)
と
、
版
本
二
点
(
刊
記
｢
寛
文
七
年
(
一
六
六
七)
丁
未
十
一
月
吉
日
野
田
弥
兵
衛
板
行｣
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本)
が
残
る
。
写
本
に
は
｢
右
元
和
四
戊
午
年
古
写
本
以
三
河
国
宝
飯
郡
新
城
町
三
原
屋
紋
右
衛
門
家
本
写
之｣
等
の
識
語
が
あ
る
。
一
方
、
古
浄
瑠
璃
は
、
未
だ
浄
瑠
璃
正
本
の
伝
存
を
聞
か
な
い
。｢
堀
江
物
語
絵
巻｣
(
残
欠
本
。
七
巻
。
香
雪
美
術
館
(
三
巻)
、
京
都
国
立
博
物
館
(
一
巻)
、
長
国
寺
(
一
巻)
な
ど
に
分
蔵
。
以
下
、
堀
江
Ⅰ
と
略
記)
と
、『
堀
江
巻
雙
紙』
(
完
本
。
絵
巻
。
十
二
巻
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
。
以
下
、
堀
江
Ⅱ
と
略
記)
の
、
二
種
の
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
の
詞
書
に
よ
り
、
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
知
り
得
る
。
三
河
国
吉
田
城
主
・
水
野
忠
清
の
家
臣
で
あ
っ
た
大
野
治
右
衛
門
定
寛
の
、
寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一)
八
月
二
十
一
日
の
日
記
に
｢
五
ツ
時
分
ニ
御
城
へ
出
御
供
仕
御
馳
走
ニ
上
る
り
か
た
り
伊
勢
よ
り
参
い
の
ち
こ
い
ほ
り
江
二
な
か
れ
有
り｣
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
前
半
に
は
浄
瑠
璃
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
五
｢
堀
江
物
語｣
と
和
歌
古
浄
瑠
璃
本
文
と
｢
伊
勢
物
語｣
の
関
係
を
中
心
に
深
谷
大
二
、｢
堀
江
物
語｣
の
概
要
｢
堀
江
物
語｣
は
、
宇
都
宮
系
塩
谷
氏
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。
梗
概
を
記
す
。
下
野
の
塩
谷
郡
三
千
八
百
町
の
主
で
あ
る
、
堀
江
左
衛
門
頼
方
は
、
八
幡
太
郎
義
家
の
孫
と
い
う
め
で
た
い
人
で
あ
っ
た
。
子
息
の
堀
江
三
郎
頼
純
は
十
六
歳
に
な
り
、
上
野
の
原
の
左
衛
門
た
か
よ
し
の
十
三
歳
の
娘
と
結
婚
し
、
や
が
て
若
君
を
も
う
け
る
。
し
か
し
、
父
の
左
衛
門
頼
方
が
病
に
な
り
死
去
す
る
と
、
堀
江
家
は
所
領
を
召
し
上
げ
ら
れ
没
落
し
て
い
く
。
国
司
と
し
て
都
よ
り
下
っ
て
き
た
、
中
納
言
ゆ
き
と
し
は
、
堀
江
三
郎
頼
純
の
妻
で
、
原
の
左
衛
門
た
か
よ
し
の
娘
が
美
人
で
あ
る
と
耳
に
す
る
と
、
原
を
接
待
し
、
妻
に
し
た
い
と
申
し
出
る
。
原
は
息
子
の
次
郎
の
反
対
を
押
し
切
り
、
堀
江
三
郎
頼
純
を
騙
し
、
三
月
の
大
番
に
上
京
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。
十
月
五
日
に
、
堀
江
三
郎
頼
純
は
七
十
騎
を
率
い
て
出
立
す
る
。
が
、
上
田
山
で
原
の
太
郎
・
次
郎
ら
の
一
軍
に
待
ち
伏
せ
さ
れ
、
戦
い
、
原
兄
弟
を
討
つ
が
自
害
す
る
。
原
の
館
に
居
る
姫
の
夢
枕
に
堀
江
三
郎
頼
純
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、
姫
は
堀
江
の
家
へ
戻
ろ
う
と
す
る
が
、
原
は
姫
を
国
司
の
館
へ
引
き
入
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
国
司
の
館
に
堀
江
三
郎
頼
純
の
首
が
運
び
こ
ま
れ
て
く
る
。
そ
れ
を
見
て
姫
は
自
害
し
、
死
骸
は
原
の
館
に
運
ば
れ
、
母
の
御
台
も
自
害
す
る
。
堀
江
三
郎
頼
純
の
忘
れ
形
見
の
月
若
も
国
司
に
よ
り
殺
さ
れ
か
け
る
が
、
助
か
り
、
奥
州
の
磐
瀬
権
守
の
養
子
と
な
る
。
月
若
は
磐
瀬
太
郎
い
へ
村
と
名
乗
る
が
、
十
五
歳
の
秋
、
見
知
ら
ぬ
修
行
者
か
ら
身
の
上
を
知
ら
さ
れ
る
。
敵
討
に
向
い
、
国
司
の
城
を
滅
ぼ
し
、
国
司
を
討
つ
。
磐
瀬
太
郎
い
へ
村
(
月
若)
は
坂
東
八
カ
国
の
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
下
野
に
行
き
、
原
の
左
衛
門
た
か
よ
し
の
白
髪
を
剃
り
落
と
す
。
そ
の
後
、
月
若
は
奥
州
に
下
っ
た
後
、
下
野
に
戻
り
館
を
建
て
、
堀
江
家
を
再
興
し
、
富
貴
の
家
と
し
て
栄
え
た
。三
、｢
堀
江
物
語｣
の
本
文
の
特
徴
右
に
見
た
如
く
、
作
品
内
容
は
室
町
物
語
と
古
浄
瑠
璃
で
大
き
な
違
い
は
な
い
。
が
、
本
文
に
は
明
ら
か
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
古
浄
瑠
璃
本
文
に
、｢
扨
も
そ
の
後｣
や
｢
申
す
ば
か
り
は
な
か
り
け
り｣
な
ど
の
、
古
浄
瑠
璃
に
よ
く
見
ら
れ
る
、
語
り
物
と
し
て
の
文
体
的
特
徴
が
見
出
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。｢
堀
江
物
語｣
の
古
浄
瑠
璃
本
文
に
は
、
物
語
本
文
に
は
な
い
和
歌
の
記
載
が
あ
る
。
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
原
の
謀
略
を
知
ら
ず
、
堀
江
三
郎
が
三
月
の
大
番
に
上
京
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け
、
十
月
五
日
に
、
七
十
騎
を
率
い
て
出
立
す
る
際
に
、
姫
君
と
堀
江
が
交
わ
す
歌
で
あ
る
。
帰
り
来
ん
道
を
ば
急
げ
今
こ
そ
は
行
く
を
留
む
る
習
ひ
な
け
れ
ば
と
あ
そ
ば
し
給
へ
ば
、
三
郎
殿
は
き
こ
し
め
し
、
や
が
て
返
歌
に
か
く
ば
か
り
帰
り
来
ん
日
数
を
数
へ
待
て
よ
君
三
月
過
ぐ
る
は
夢
の
中
な
り
次
も
堀
江
三
郎
と
姫
君
が
交
わ
す
歌
で
あ
る
。
原
の
謀
略
に
よ
っ
て
自
害
し
た
堀
江
が
姫
の
夢
の
中
に
現
れ
、
姫
に
生
き
て
自
ら
の
菩
提
を
弔
っ
て
欲
し
い
と
願
い
、
姫
は
堀
江
が
い
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な
い
と
応
じ
る
場
面
で
あ
る
。
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一
六
連
れ
て
行
習
な
り
せ
ば
死
出
の
山
闇
路
を
迷
ふ
事
は
あ
ら
じ
な
と
、
か
や
う
に
詠
じ
給
へ
ば
、
姫
君
夢
の
中
の
御
返
歌
に
、
連
れ
て
行
習
な
く
と
も
死
出
の
山
暗
き
闇
路
を
共
に
迷
は
ん
最
後
は
、
堀
江
三
郎
の
忘
れ
形
見
の
月
若
が
、
親
の
敵
を
討
と
う
と
、
ま
ず
堀
江
家
の
館
を
訪
れ
、
荒
れ
は
て
た
館
を
見
て
一
首
を
詠
む
。
古
の
月
は
変
は
ら
ぬ
跡
な
る
を
一
人
残
り
て
見
る
ぞ
悲
し
き
以
上
、
古
浄
瑠
璃
で
は
三
場
面
に
和
歌
が
見
ら
れ
る
。
三
箇
所
と
も
、
物
語
の
展
開
上
重
要
な
場
面
に
和
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
堀
江
夫
婦
の
別
離
、
堀
江
の
死
、
そ
し
て
堀
江
の
一
子
・
月
若
の
仇
討
へ
の
決
意
の
三
箇
所
に
和
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
箇
所
の
和
歌
は
全
て
関
連
し
て
お
り
、
和
歌
を
辿
る
だ
け
で
物
語
の
展
開
が
理
解
で
き
る
。
四
、
堀
江
の
忘
れ
形
見
・
月
若
の
歌
右
三
箇
所
に
記
さ
れ
た
和
歌
の
う
ち
、
最
後
の
月
若
の
歌
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
物
語
の
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
仇
討
へ
つ
な
が
る
場
面
で
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
あ
る
。｢
堀
江
物
語｣
の
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
、
月
若
ら
に
よ
る
仇
討
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
１)
。
そ
の
月
若
の
仇
討
へ
の
決
意
を
表
現
す
る
に
あ
た
り
、
古
浄
瑠
璃
は
、
室
町
物
語
と
は
異
な
り
和
歌
を
用
い
た
。
室
町
物
語
で
は
地
の
文
で
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
い
に
し
へ
さ
ぞ
あ
り
つ
ら
ん
と
思
ふ
や
り
、
御
涙
せ
き
あ
へ
ず
(
写
本)
い
に
し
へ
さ
こ
そ
あ
り
つ
ら
ん
と
思
ひ
や
り
、
涙
ぐ
み
立
ち
給
ふ
(
版
本)
右
箇
所
を
、
古
浄
瑠
璃
は
一
首
の
和
歌
で
表
現
し
た
。
月
若
は
、
荒
れ
果
て
た
生
家
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
親
の
敵
、
家
の
敵
を
討
つ
決
意
を
固
め
る
。
月
若
の
、
親
や
先
祖
へ
の
思
慕
の
念
と
敵
討
の
決
意
を
一
首
に
凝
縮
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
和
歌
の
前
後
の
詞
書
本
文
を
、
用
字
を
含
め
、
原
本
(
堀
江
Ⅱ)
に
近
い
形
で
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
つ
い
ち
も
や
か
た
も
こ
ほ
れ
お
ち
物
あ
は
れ
な
を
御
ら
ん
し
て
一
し
ゆ
の
う
た
に
か
く
ハ
か
り
い
に
し
へ
の
月
ハ
か
は
ら
ぬ
あ
と
な
る
を
ひ
と
り
の
こ
り
て
見
る
そ
か
な
し
き
と
あ
そ
は
し
た
ま
ひ
て
な
み
た
に
む
せ
ひ
た
ま
ひ
し
か
堀
江
Ⅰ
(
香
雪
美
術
館
本
中
巻
に
相
当)
、
堀
江
Ⅱ
(
第
十
巻
に
相
当)
と
も
に
同
文
で
、
和
歌
は
、
他
の
行
よ
り
下
げ
て
二
行
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
五
、
月
若
の
歌
の
典
拠
｢
伊
勢
物
語｣
の
影
響
右
の
月
若
の
歌
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
｢
西
の
対｣
で
あ
る
。
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一
七
う
ち
泣
き
て
、
あ
ば
ら
な
る
板
敷
に
、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で
ふ
せ
り
て
、
去
年
を
思
ひ
い
で
て
よ
め
る
。
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
と
よ
み
て
、
夜
の
ほ
の
ぼ
の
と
明
く
る
に
、
泣
く
泣
く
か
へ
り
け
り
。
男
が
、
住
む
人
も
な
く
、
調
度
品
が
取
り
払
わ
れ
た
屋
敷
を
見
て
、
そ
の
が
ら
ん
と
し
た
板
敷
に
臥
せ
っ
て
一
首
の
歌
を
詠
む
場
面
で
あ
る
。｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
は
男
女
の
恋
物
語
で
あ
り
、
内
容
は
｢
堀
江
物
語｣
と
異
な
る
が
、
歌
の
詠
み
手
が
、
住
人
を
失
い
空
き
家
同
然
と
な
っ
た
屋
敷
を
目
の
当
た
り
と
し
て
、
茫
然
自
失
と
な
っ
て
い
る
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
｢
伊
勢
物
語｣
の
｢
月
や
あ
ら
ぬ｣
の
歌
は
、
誰
も
い
な
い
屋
敷
を
前
に
し
て
、
月
は
昔
の
月
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
春
は
昔
の
春
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
皆
移
ろ
い
、
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
私
の
身
一
つ
は
も
と
の
ま
ま
な
の
に
、
あ
の
人
も
い
な
い
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。
父
母
を
失
い
一
人
残
さ
れ
た
月
若
が
、
崩
れ
か
か
っ
た
生
家
を
前
に
し
て
詠
む
、｢
堀
江
物
語｣
の
｢
い
に
し
へ
の｣
の
歌
と
通
ず
る
(
２)
。
堀
江
Ⅰ
と
堀
江
Ⅱ
に
は
、
前
出
の
詞
書
に
続
い
て
、
様
変
わ
り
し
、
没
落
し
た
生
家
の
前
に
茫
然
と
し
て
佇
む
月
若
の
姿
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
(
挿
図
参
照)
。
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
は
比
較
的
多
く
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
が
、
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
月
若
と
同
様
に
、
男
が
屋
敷
の
前
で
佇
む
図
柄
は
寡
少
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
異
本
絵
巻
(
三
巻
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵)
、
異
本
絵
巻
を
粉
本
と
し
た
、
俵
屋
宗
達
筆
｢
扇
面
散
屏
風｣
(
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
。
以
下
、
東
博
本
と
略
記)
、
益
田
た
き
子
家
本
(
以
下
、
益
田
家
本
と
略
記)
の
三
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
(
３)
。
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一
八
挿図 『堀江巻雙紙』 (堀江Ⅱ)・第 10 巻 (部分｡ MOA美術館所蔵)
異
本
絵
巻
に
お
い
て
、｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
男
は
二
つ
の
姿
態
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
姿
態
と
は
、
臥
す
姿
態
と
、
立
ち
す
く
む
姿
態
で
、
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
て
い
る
(
４)
。
東
博
本
と
益
田
家
本
は
立
ち
す
く
む
姿
態
の
み
で
あ
る
が
、
益
田
家
本
は
男
が
正
面
を
向
い
て
お
り
、
屋
敷
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
、
異
本
絵
巻
や
東
博
本
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
(
５)
。
堀
江
Ⅰ
と
堀
江
Ⅱ
の
月
若
は
、
荒
れ
果
て
た
生
家
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
。
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
を
絵
画
化
し
た
、
異
本
絵
巻
の
立
ち
す
く
む
男
の
姿
態
や
、
東
博
本
の
男
と
同
様
の
図
柄
で
あ
る
。
異
本
絵
巻
に
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
た
、
臥
す
男
の
姿
態
は
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
本
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
６)
。
ま
た
、
右
の
月
若
の
歌
を
受
け
て
行
わ
れ
る
、
月
若
一
行
に
よ
る
仇
討
を
絵
画
化
し
た
堀
江
Ⅱ
第
十
一
巻
の
、
国
司
の
館
の
光
景
に
は
、
広
げ
ら
れ
た
ま
ま
の
書
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
判
読
が
き
わ
め
て
難
し
い
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
の
三
行
は
辛
う
じ
て
読
め
る
。
字
配
り
や
用
字
も
含
め
、
原
本
に
忠
実
に
記
す
。
む
か
し
ひ
ん
か
し
の
五
条
に
お
ほ
き
さ
い
の
宮
お
ハ
し
ま
し
け
る
右
の
記
述
は
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
堀
江
Ⅱ
の
制
作
者
の
周
辺
に
｢
伊
勢
物
語｣
が
存
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
六
、｢
堀
江
物
語｣
に
お
け
る
和
歌
の
役
割
以
上
の
検
討
に
よ
り
、｢
堀
江
物
語｣
の
古
浄
瑠
璃
本
文
に
｢
伊
勢
物
語｣
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
男
を
、
｢
堀
江
物
語｣
の
月
若
に
見
立
て
て
い
る
。
月
若
の
歌
を
は
じ
め
、
三
箇
所
に
配
さ
れ
た
和
歌
が
古
浄
瑠
璃
本
文
で
は
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。物
語
本
文
に
は
な
い
和
歌
が
古
浄
瑠
璃
本
文
に
は
何
故
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
堀
江
Ⅰ
や
堀
江
Ⅱ
の
詞
書
は
、｢
堀
江
物
語｣
が
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
と
し
て
上
演
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
語
り
物
時
代
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
７)
。
筆
者
は
、
堀
江
Ⅰ
・
堀
江
Ⅱ
と
同
じ
、
岩
佐
又
兵
衛
な
い
し
は
そ
の
工
房
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
詞
書
に
、
意
図
的
な
改
変
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
事
例
を
指
摘
し
た
(
８)
。
す
な
わ
ち
、｢
浄
瑠
璃
物
語｣
の
一
伝
本
で
あ
る
『
上
瑠
璃』
(
絵
巻
。
全
十
二
巻
。
重
要
文
化
財
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵)
の
詞
書
の
底
本
に
何
ら
か
の
理
由
で
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
和
歌
が
『
上
瑠
璃』
の
場
合
と
同
様
の
改
変
で
あ
る
か
否
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
如
く
、
堀
江
Ⅱ
の
画
中
に
、｢
伊
勢
物
語｣
が
冊
子
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
描
か
れ
た
冊
子
に
記
さ
れ
た
文
句
が
詞
書
に
記
さ
れ
た
月
若
の
和
歌
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
上
瑠
璃』
の
画
中
に
は
、｢
浄
瑠
璃
物
語｣
の
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
謡
が
書
か
れ
て
い
た
(
９)
。
そ
の
歌
謡
の
書
き
入
れ
が
、
『
上
瑠
璃』
に
お
け
る
、
絵
巻
化
に
よ
る
改
変
の
跡
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
九
結
び
本
稿
で
は
、｢
堀
江
物
語｣
に
つ
い
て
、
物
語
本
文
に
は
な
く
、
堀
江
Ⅰ
と
堀
江
Ⅱ
の
二
種
の
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
の
詞
書
に
の
み
記
載
が
あ
る
和
歌
に
注
目
し
、
そ
の
和
歌
の
典
拠
と
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
本
文
に
は
、｢
伊
勢
物
語｣
と
関
係
を
持
つ
和
歌
が
書
か
れ
て
お
り
、
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。｢
伊
勢
物
語｣
と
の
関
係
は
絵
画
表
現
に
も
見
ら
れ
、
堀
江
Ⅱ
の
画
中
に
は
、
和
歌
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
冒
頭
部
分
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
物
語
本
文
に
は
な
い
和
歌
が
、
何
故
、
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
で
あ
る
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
語
り
物
芸
能
と
し
て
の
性
格
に
起
因
す
る
の
か
、
ま
た
は
絵
巻
化
に
よ
る
改
変
な
の
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
が
、
堀
江
Ⅱ
に
絵
画
化
さ
れ
た
月
若
の
姿
や
、
画
中
の
書
き
入
れ
か
ら
、
堀
江
Ⅱ
の
制
作
者
の
周
辺
に
｢
伊
勢
物
語｣
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
化
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
伊
勢
物
語
絵
の
粉
本
が
存
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
粉
本
が
、
比
較
的
多
く
残
存
す
る
伊
勢
物
語
絵
の
う
ち
、
異
本
絵
巻
と
東
博
本
の
二
点
に
の
み
見
ら
れ
る
、
稀
な
図
柄
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
堀
江
Ⅱ
と
い
う
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
の
制
作
過
程
、
ひ
い
て
は
｢
堀
江
物
語｣
の
性
格
を
知
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
注
(
１)
拙
稿
｢
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
の
芸
能
資
料
と
し
て
の
価
値｣
(『
岩
佐
又
兵
衛
全
集
研
究
篇』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
三
年)
、
同
｢
古
浄
瑠
璃
絵
巻
｢
堀
江｣
に
つ
い
て
―
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
本
の
伝
来
を
中
心
に
―｣
(｢
近
世
文
芸
研
究
と
評
論｣
八
五
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月)
。
(
２)
阪
口
弘
之
校
注
｢
ほ
り
江
巻
双
紙｣
で
は
｢
昔
な
れ
し
友
は
さ
な
が
ら
夢
の
よ
を
ひ
と
り
残
り
て
見
る
か
た
ぞ
な
き｣
(
拾
玉
集
・
慈
円)
と
注
す
る
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
『
古
浄
瑠
璃
説
経
集』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
四
八
頁
、
注
三)
。
(
３)
『
宗
達
伊
勢
物
語
図
色
紙』
(
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
・
伊
勢
物
語
絵
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
・
二
一
頁)
。
(
４)
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
資
料
篇』
(
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
五
六
頁)
絵
４
参
照
。
(
５)
注
(
３)
参
照
。
(
６)
注
(
３)
前
掲
書
一
八
頁
。
(
７)
注
(
２)
前
掲
書
一
〇
九
頁
。
(
８)
拙
著
『
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃』
(
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
三
頁)
参
照
。
(
９)
注
(
８)
前
掲
書
一
六
九
頁
。
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
、
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
｢
詩
と
散
文｣
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
研
究
例
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
席
上
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
、
小

道
子
教
授
、
明
木
茂
夫
教
授
、
柳
沢
昌
紀
教
授
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
図
版
掲
載
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
に
多
大
な
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
(
ふ
か
や
だ
い
／
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
準
所
員
・
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
非
常
勤
講
師)
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二
〇
